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                             Appendix3-1 

Line-1 津-鈴鹿測線 
［Ｐ波反射法地震探査］ 
Line -1 津-鈴鹿測線（南北） 
＜発振系＞ 
 震源： 大型バイブレータ ３台 
 スイープ周波数： 8～60 Hz 
 スイープ長： 20 秒 
 スイープ数／発振点： 標準 20 回 
 発振点間隔： 100 m 
 総発振点数： 128 点 
＜受振系＞ 
 受振器： SM-7（10 Hz） 
 受振器個数／受振点： 9 個 
 受振点間隔： 25 m 
 総受振点数： 500 点 
 受振器総展開長： 12.5km 
＜記録系＞ 
 探鉱機： GDAPS-4A 一式 
 サンプル間隔： 4 ミリ秒 
 記録長： 8 秒（相互相関後） 
 チャネル数： 360 or 400 チャネル 
 展開： 振り分け展開または固定展開 
    プリアンプ・ゲイン： 30dB 
    ノイズ・エディット ウィンドウ長：1400msec/ｻﾌﾟﾚｯｼｮﾝ・ﾌｧｸﾀｰ：２ 
     



 

                             Appendix3-2 

［Ｐ波屈折法地震探査］ 
Line 1 津-鈴鹿測線（南北） 
 
＜発振系＞ 
 震源： バイブレータ 4 台 
 スイープ周波数： 6～40Hz 
    スイープ長： ２０秒 
 スイープ数／発振点： 100/ VP-R-A, 75 / VP-R-B，125 / VP-R-C， 
 総発振点数： 3 点 
＜受振系＞ 
 受振器： SM-7（10 Hz） 
 受振器個数／受振点： 9 個 
 受振点間隔： 25 m 
 総受振点数： 500 点 
 受振器総展開長： 12.5km 
＜記録系＞ 
 探鉱機： GDAPS-4A 一式 
 サンプル間隔： 4 ミリ秒 
 記録長： 12 秒 
 チャネル数： 500 ﾁｬﾝﾈﾙ 
 展開： 固定展開 
    プリアンプ・ゲイン： 30dB 
    ノイズ・エディット ウィンドウ長：1600msec/ｻﾌﾟﾚｯｼｮﾝ・ﾌｧｸﾀｰ：２ 
 



 

                             Appendix3-3 

Line -2 四日市測線 
［高分解能Ｐ波反射法地震探査］ 
Line -2 四日市測線 
＜発振系＞ 
 震源： 大型バイブレータ ３台 
 スイープ周波数： 8～60 Hz 
 スイープ長： 20 秒 
 スイープ数／発振点： 標準 2 回 
  20 回（100m 間隔） 
 発振点間隔： 20 m 
 総発振点数： 150 点うち標準 41 点 
＜受振系＞ 
 受振器： SM-7（10 Hz） 
 受振器個数／受振点： 9 個 
 受振点間隔： 10m 
 総受振点数： 404 点 
 受振器総展開長： 4.0km 
＜記録系＞ 
 探鉱機： GDAPS-4A 一式 
 サンプル間隔： 4 ミリ秒 
 記録長： 8 秒（相互相関後） 
 チャネル数： 404 チャネル 
 展開： 固定展開 
    プリアンプ・ゲイン： 30dB 
    ノイズ・エディット ウィンドウ長：1400msec /ｻﾌﾟﾚｯｼｮﾝ・ﾌｧｸﾀｰ：２ 
     


